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成 果 の 概 要 

近年,心理アセスメントの活用については,単なる知能水準の把握に留まらず,教育現場にお

いては特にWISC-ⅢとK-ABCが多く活用され,効果的な指導へとつなぐ有効な手立てとされるよ

うになった。しかし, WISC-ⅢとK-ABCは,WISC-ⅣとKABC-Ⅱとして改訂され,その活用方法につ

いても再考することが迫られている。 

 そこで本プロジェクトでは、最新の心理アセスメントの解釈の仕方とそれに基づいた長所活

用型指導の仕方について明らかにすることを目的とした。また,ICT を活用することにより,これ

まで以上に効果的かつ実践的な支援の在り方を提案した。具体的には、第 50 回日本特殊教育学

会（筑波大学）において , 「K-ABC および WISC-Ⅳと DN-CAS の結果を基にした書字指導～ICT

教材を用いた長所活用型指導を通して」と題して最新の心理アセスメントに基づいた長所活用

型指導の実践研究として発表した。さらに，地域の教育力向上に貢献することを目的として，

函館市や北斗市などの渡島近隣市町村の教員を対象とした研修会を実施し、定員を大幅に超え

る応募があった。今後も、さらに地域の教員のニーズに応えられるように実践に努めていきた

い。また、本プロジェクトを通して中期目標における「大学と一体となった附属学校の運営 /先
導的・実験的な教育研究の実現」に附属特別支援学校として貢献することができたと考える。
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教育現場で活用可能な分野等 

特別支援教育分野で、今後の効果的な校内支援体制整備や具体的な学習指導や生徒指導のス

キルアップのために現職教員が研修を行う際に利用可能である。 
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